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5・頭頸部悪性黒色腫の1231・IMP　SPECT
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頭頸部悪性黒色腫4例にGaシンチグラフィを施行し，

そのうち3例に1231－IMPシンチグラフィを行った．

　1231－IMPシンチグラフィを用いた悪性黒色腫の診断

は，その集積機序からみて特異性が高く診断的意義は大

きい．特に頭頸部の悪性黒色腫のうち，顔面骨領域発生

のものについては1231・IMPの脳への生理的集積とのオ

ーバーラップがあり，planar像よりSPECT像の有用性

が高い．また，SPECT像により他のmodalityの断層像

との比較が容易で進展範囲の把握に有用であった．しか

し，melanin非産生腫瘍melanoma　1例に1231－IMPが

集積したことは，1231－IMPの集積機序に関してさらに

検討を要すると思われた．

7．　肥大型心筋症におけるTl安静時wasbout　rateの

　　検肘
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　Tl－201心筋SPECTで肥大型心筋症22例の安静時

washout　rateについて検討した．

　心筋全体のwashout　rateが低いA群が4例，肥厚部

位のwashout　rateが周囲の心筋より低いB－1群が1例，

同等のB・II群が14例，高いB・III群が3例認められた・

　B・1の1例は，B－II群・B・III群と比較すると，　EFが

低く肺のカウントが高く心機能が低下していることが考

えられた．

　B・II群とB・III群を比較すると，　B・III群は全例初期

分布像で心尖部と下壁のuptakeが強いという特徴があ

ったが，検討した項目では示されない病態の相違を表し

ているものと考えられた．
6．1・123・OIHレノグラムの臨床的有用性の検肘
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　尿細管分泌薬剤である1－131－OIHによるレノグラム

は分腎機能検査法として評価が確立されているが，核医

学的によりすぐれた1－123・OIHレノグラムを25例に施

行し1－131－OIHレノグラムと比較検討した．

　1・131－OIHレノグラムの種々のインデックスは1・131－

OIHレノグラムと良好な相関を示し，分腎機能診断法

として同等の価値があると考えられた．

　1－123－OIH投与は1－131－OIH投与と比べ腎臓領域に

高いカウントが得られ，1－131・OIHにはない動態画像の

診断的価値が認められた．

　1－123－OIHの動態画像は経静脈性腎孟造影と比較する

と，尿の停滞を鋭敏に反映すると考えられた．

8．Tl・201・SPECTの食道癌への応用
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　放射線治療の適応となった食道癌3症例にTl－201・

SPECTを施行し，有用な所見が得られたので報告した．

　Tl・201　chloride　4　mCi（148　MBq）を静注後10分後と

4時間後に撮像した．

　全症例に上部消化管X線検査で認められた病変部に

T1－201の集積がみられ，特に2症例ではX線検査より

も広い範囲に集積がみられた．また，一部に放射線治療

（50Gy）を行った症例では，未治療部位にT1－201の集積

がみられたが，治療部位への集積ははっきりしなかった．

　食道癌の病変範囲の認識および治療効果の判定に，

Tl・201・SPECTの有用性が今後期待される．
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